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合唱との出会い② 
退職にともなって、いらなくなった本とか資料と

かを整理し始めてはいるのだけれど、なかなか前に

進まない。それもそのはず、一度手に取ると、様々

なことが思い出されて、ついつい見入ってしまい、

なおさら前に進まない。そんなときに出会ってしま

ったのが、１０年前、息子が通っていた大学の後援

会報（会報といっても 308 ページもある立派なや

つ）の寄稿文。読み返したら、結構真面目に良い事

書いているではないか。そこで今回はこの寄稿文を

そのまま紹介させてください。今日はその第二回。 
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第２回 「振り返り」 

 農大でお世話になっている長男は、小さい頃から

何事にも物怖じせず、どこで生活することになって

も一人で何とか生きていけるような、ザックリした

性格であるのに対して、中学３年の娘は、120%の準

備をして 80%の実力を発揮するような、几帳面で少し

神経質なところのある性格で、実に対照的である。 

この娘が今、かつて私が学んだ同じ中学校に通

い、音楽部で部長をしている。家ではお互いに音楽

の話などしたこともなかったが、合唱コンクールで

東北大会に進むことになったことなど聞かされる

と、当時の自分ができなかった思いを達成してくれ

ているようで、とてもうれしい。 

 若い頃はただ、なりふりかまわず突っ走るだけ

で、その過程で取りこぼしてきた思いや人との繋が

りを今頃になって振り返り、ちょっとずつ人生に修

正をかけている自分がいる。 

 まだそんな年ではないはずなのだが、先日の中秋

の名月など眺めながら、ふとそんな思いに駆られ

た。 

館長の独り言 

月が出た出た月が出た(^^♪ 

無料のダウンロードサイトから５月の満月カレンダ

ーをゲットしてみました。 

 

ちなみに、５月の満月はフラワームーンというの

だそうです。なぜ 5月の満月がフラワームーンにな

ったのかと言うと、日本でもそうですがアメリカで

は 5月と言えば春から初夏へと季節が変わり、色と

りどりの花が辺り一面に咲き乱れる時期のため、5 月

に見える満月にフラワームーンと名付けたそうで

す。 

 

満月と言えば、アイ・ラブ・ユーを夏目漱石は

「月が綺麗ですね」と訳したそうです。 

知らなかったあなた、今まで恋のチャンスを逃し

ていたかも。 

「月と恋は満ちれば欠ける」ということわざも有り

ますが。 

館長だより 
 

山形県産業科学館 

 

令和６年４月２６日(金) 

 

発行 館長  加 藤 智 一 

 


